
 
 
 
 
 
 
 
 

計画策定部会より（その３） 

 
この「計画策定部会より」では、今まで５つの部会のリーダーよりのメッセージを紹介してまいりました。今回

は「その３」といたしまして、最後に『産業・交流の促進』部会のリーダーよりのメッセージを紹介いたします。 
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当部会は、運営委員会にて壬生野地域７地区より選出された１１ 

名（男性１０名、女性１名）で活動していましたが、５月に山岸会 
より新たに１名参画され、現在１２名で計画策定等の活動を進めて 
おります。 

この部会は農業の事、交通の事から国際化の事まで幅広く議論し、 
事業を進めていこうと思っています。私たちの部会は特に朝市を 
行おうと思っていますので、壬生野地域の皆さんにはいろいろと 
お世話になりますがよろしくお願いします。 

産業・交流の促進（リーダー：五百田道夫さん）
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第１回壬生野フィールドワークのご案内 
 
 壬生野地域まちづくり協議会では、地域の個性と特性を活かした壬生野地域ならではのまちづくり活動を展開し

ていくため、現在『地域まちづくり計画』の策定を行っております。また、去る５月には地域の住民皆様方のご協

力をいただき、『地域まちづくり計画』策定アンケートを実施させていただき地域の実情など数多くのご意見を頂戴

いたしました。 
 

今回のフィールドワークは、そのご意見に基づいて各地区の伝統文化や危険箇所等について現状把握するための

現地踏査を行うものです。地域の住民皆様方のご参加をいただきたく下記のとおりご案内申し上げます。平日でも

ありご多用のこととは存じますが多数のご参加をお待ちしております。 
 

記 
 

１．実施日時   平成１６年７月１６日（金） 
午前８時３０分 ～ 午後３時まで 

 
２．集合場所   壬生野小学校駐車場（午前８時３０分集合） 

 
３．行  程   ３班編成によりフィールドワークを行います。 

①希望ヶ丘コース 
②山畑～川東（小学校以東）コース 
③川東（小学校以西）～西之澤コース 

 
４．交 流 会   フィールドワーク終了後、大阪市伊賀青少年野外活動 

センターにおいて昼食を挟んで施設の概要説明があり 
ます。 

 
５．会  費   昼食代としてお１人５００円の会費を徴収いたします。 

 
６．申込締切   平成１６年７月１１日（日）迄に下記までご連絡下さい。 

 
申込先：壬生野地域まちづくり協議会 
北村 武久（山 畑） 
【℡：45－2931】 

澤野憲太郎（川 東） 
【℡：45－3326】 

福西 信也（川 西） 
【℡：45－2775】 

高橋 久男（西之澤） 
【℡：45－2496】 

館  忠蔵（希望ヶ丘） 
【℡：45－2656】 

谷口 靖 （川西青葉台） 
【℡：45－7231】 

薮田 勇 （春日丘） 
【℡：45－4583】 

北大路順信（山岸会） 
【℡：45－2531】 

 
 
 
 
 
 
 

皆様のご意見をお待ちしております 
 

「壬生野地域まちづくり計画」策定に関するご意見や当協議会についてのご提案がございましたら、 
お近くの協議会委員又は下記のメールアドレスまでお寄せ下さい。 

 
壬生野地域自治推進グループ事務局［ E-mail：mibuno@town.iga.mie.jp ］ 

 

 


